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令和４年度事業計画

大　　　綱
〔はじめに〕

　世界の情勢をみると、北京冬季オリンピックが終了した。日本が史上最多の18個のメダルを獲得
し気を吐いた大会であったが、何か素直に喜べないオリンピックであった。大会前から、女性プロ
テニス選手の不倫問題をバッハIOC会長を利用し“政治決着”し、ドーピングが発覚した女性フィ
ギュア選手をあいまいな状態で出場させ、結果的に彼女の選手生活を棒に振ってしまいかねない事
態を招いた。後になって、バッハ会長は、自らの“非”を棚に上げて、ロシアオリンピック委員会
のコーチを非難することで、ことを収めてしまった。
　中国による“国威の高揚”のためにのみ開催された北京冬季オリンピックが終了すると同時に、
ロシアがウクライナに侵攻するという暴挙にでた。頼りにしていた欧米にそっぽを向かれたウクラ
イナは、即席の軍隊で孤軍奮闘している。
　日本に目を向けると、緊急事態宣言こそ出されなかったが、まん延防止等重点措置が全国に発出
されるなかで、コロナ対策と経済の再生という重い課題を背負いながら出口戦略を模索する状況に
ある。コロナウイルス感染の収束（終息）までには、まだ１年から２年の歳月が必要とする専門家
が多いが、私たちはコロナ後の医療の需要と供給について考えておく時期に来ている。地域医療構
想がまさに議論の場ということになるが、これまでの議論には感染症の視点が欠けている。地域医
療構想調整会議の議論に期待したい。このように厳しい状況にありながら、日本医師会からは、コ
ロナ後の医療供給体制の構築に関してのビジョンが示されないことは残念である。

〔コロナ禍の岡山県医師会〕

　令和３年度の岡山県医師会活動は新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、コロナ対策に終
始した。一方で、講演会、研修会等の開催が著しく制限されたが、令和２年度と比較すると開催頻
度はかなり回復してきた。残念ながら集合形式による開催は制限されているが、WEBによる開催
が増えてきている。岡山県医師会をはじめとする主催側も聴講する先生方もWEB慣れし、各種の
講演会を自宅で聴講できるという利便性を享受している。今年度も、可能な限り集合方式での開催
を企画していくが、産業医研修、かかりつけ医研修等の単位習得義務のある講演は、社会的な義務
を伴っていることから、本人確認、出退管理等を厳格に行う必要がある。本人確認、出退管理等に
ついては、日本医師会が研修システムを構築し都道府県医師会の利用も可能としていることから、
このシステムの利用も進めていく。
　令和４年度の岡山県医師会のメインテーマは、引き続き新型コロナウイルス感染症対策となる。
既に２年以上にわたって戦っているテーマであるが、今年度も避けては通られないテーマである。
　２月26日現在、岡山県内では４万7,610人（岡山県人口に対して約2.5％）が感染し、194人が死亡
するという災害並みの惨事となっている。
　今後も岡山県医師会として“できることは全てやる”というスタンスで進んでいく。先ずは３回
目のワクチン接種をいかにスムーズに行うことができるかである。現在、岡山県の３回目のワクチ
ン接種率は全国トップクラスであるが油断はできない。初回シリーズ（１回目・２回目）も最初は
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全国ベスト３に入っていたが、最近では低位に沈んでいる。初回シリーズでは、デルタ株をかなり
追い詰めた。３回目接種でオミクロン株を収束したいものである。初回シリーズでは、かかりつけ
医等による個別接種で120万人の方に接種していただいた。つまり、240万回の接種をこなしていた
だいたことになる。個別接種に参加していただいた先生には“感謝”している。３回目の接種は
120万回の接種が必要になる。かかりつけ医等の協力に期待する。さらに、５歳から11歳の小児へ
の接種も開始された。小児の接種については、予診・問診のとりかた、接種部位・接種者等につい
て大人と同等に扱うことはできない側面もあり慎重に進めていく必要がある。
　自宅療養者の健康観察、治療についても進めていただきたい。２月23日時点で自宅療養者数は4,469
人（１週間移動平均）となっている。前週からは900人減少しているが、第５波では最多で約1,300
人程度であったことを考えると、かかりつけ医による対応はまだまだ続く。新規感染者数は減少傾
向にあるが、減少のスピードが鈍いことに不安を感じる。この傾向が続く限り、自宅療養者数は減
ることはない。かかりつけ医による健康観察は、重症化への不安と闘っている患者にとって心強い
支えである。特に、最近の感染状況は家庭内感染が多くなっており、中には家族全員が健康観察中
という家庭もある。このような家庭に一日１回電話することで非常に喜ばれる。保健所機能が逼迫
するなか、是非かかりつけ医で健康観察に取り組んでいただきたい。
　また、かかりつけ医の先生方には、自宅療養者の治療にも積極的に参加していただきたい。新型
コロナウイルス感染症に対して私たちが持っている武器は、ワクチンと内服薬、中和抗体薬などの
治療薬である。かかりつけ医がPCR検査で陽性を確認した新規感染者に基礎疾患を確認でき次第、
内服薬もしくは中和抗体薬を選択し早期に治療を開始することで重症化予防に貢献できる。幸い、
オミクロン株の感染者は、２～３日で症状が消失する場合が多い。特に、幼児、小中学生はほとん
ど無症状か軽症で経過するが、高齢者の感染率が15％を超える頃から、高齢者施設でのクラスター
が多数発生し、それに伴う死亡者が激増している。オミクロン株の感染により高齢者の死亡は50人
以上となる勢いである。高齢者施設での感染者に対して早期に中和抗体薬の投与を支援する体制の
整備も、今年度の課題である。先生方のご協力をいただければ、クラスターの発生の防止とたとえ
クラスターが発生してものその数を抑え、死亡者を減らす効果が期待できる。
　10年前の東日本大震災の際に見せた“医師会の底力”を再び発揮していただき、新型コロナウイ
ルスを収束に追い込んできましょう。

〔岡山県医師会の事業〕

〈移動会長室事業〉

　移動会長室事業もコロナの影響を受けた。参加者数は100人以下と大きな集会ではないが、やは
り感染対策もあり中止になることが多く、思ったように進まなかった。本年度も、開催要請を多数
いただいていることから、コロナの状況をみながら開催を模索していく。
　ACPについて、最近、高齢者施設からのコロナ感染患者をはじめとする各種の疾病による救急車
の搬送依頼が救急現場に混乱を招いている。高齢者施設の介護士等に対するACPの普及もしっかり
と推進していく必要があり、介護保険団体連絡協議会等に対して移動会長室を開催する。特に、高
齢者施設の設置母体が医療機関でない施設への介入が必要である。フレイルについて、運動編、栄
養編について推進しているが、いずれも好評である。コロナ禍で自宅に閉じこもることによる体力
の低下が危惧される中、このような事業は予防医学の面からもぜひ推進していかなければならない。
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禁煙について、岡山県受動喫煙防止条例の制定以来、活動は鈍化している。条例が制定されても喫
煙率が下がったわけではなく、かえって県民のたばこに関する意識が鈍化してきたと感じる。今年
度は、再び、禁煙を取り上げた移動会長室を開催する。

〈地域医療構想と地域包括ケアシステムの構築〉

　今年度の活動も、2025年、2040年を見据えた医療供給体制の整備が中心となる。岡山県医師会で
は、地域医療構想の実現、地域包括ケアシステムの構築に向けて、「岡山地域医療構想・地域包括
ケアシステム研究会」を会内に設置している。医療、介護、福祉等の各団体が参加する多職種によ
る会議体である。この研究会では、岡山県内の郡市医師会から地域の実情に応じた活動が報告され
ている。各々の活動は決して大きいものではないが、県内各所に及ぶ好事例が展開されており、こ
れこそが地域包括ケアシステムであると実感させられている。2025年までに残された時間は少ない。
地域包括ケアシステムの最終ゴールは“街づくり”である。
　同研究会もコロナの影響を受けてしまった。本年度も、郡市の活動も縮小せざるをえない状況で
はあるが、多職種の協力を得て地道に活動を継続していき、コロナ後に備えた地力を蓄える期間と
したい。

〈部会委員会活動について〉

　岡山県医師会には27の部会がある。各部会が岡山県医師会のエンジンとなって岡山県医師会を主
導している。部会には、専門医部会と目的別部会がありそれぞれの分野で活発に活動している。専
門医部会は、内科、外科などで構成され専門分野での最新情報の収集、研修を行うとともに、それ
らの情報を会員に提供し、かかりつけ医等の資質の向上に貢献している。一方、目的別部会には学
校医部会、産業医部会、勤務医部会等があり、それぞれの分野で調査・研究を行い、収集した情報
は会員に提供されるが会員にとって日常診療以外の分野の情報提供であり、公衆衛生活動、産業医
活動などを支援していく。
　また、社会保障部では、今回改定された診療報酬についてその効果等の分析を行い、その結果は、
毎月開催されている社会保障部部員・同地区委員合同会議の場で公開し議論を行う。この議論を通
して見えてきた課題を次期改定に向けた要望とすることになる。また、コロナ後の医療供給体制、
医療需給の変化等の議論を行うことで、今後の入院、外来医療の変化を先取りしていく必要がある。

〈まとめ〉

　コロナは、ワクチンのブースター接種、内服薬、中和抗体薬の使用によりいずれは収束する。次
に待っているのは高齢者対策である。岡山市においても、2028年には、85歳以上の高齢者数が75歳
から79歳の年齢層の人口を上回ることになる。75歳から79歳の年齢層では要介護率は１％強である
のに対し、85歳以上の要介護の人は５割を超える。また、新規入院患者の３割近くが85歳以上の高
齢者であることからすると、地域医療ではこうした85歳以上の高齢者への対応が課題となってくる。
地域医療構想による病床削減も進んでいる中、これらの高齢者を支えるのは、地域のかかりつけ医
ということになる。地域の先生方の高齢化も進んでいる。既に、老老医療が進んでおり、コロナ後
の高齢者対策は待ったなしである。



− 5−

［Ⅰ］医療社会活動・教育事業（公１）

１．生涯教育に関する事項

　⑴　日本医師会生涯教育制度

　　①　講習会への出席率の向上と偏りのない自己学習推進を目指す。

　　　　カリキュラムコードの利用率を検討する。

　　②　県内各地において年間800回以上の本会認定生涯教育講座を開催する。

　⑵　日医生涯教育講座の開催

　　　各担当理事と協力して日医生涯教育講座を開催し、産業医研修会との合同研修会を開催する。

　　　引き続き、勤務医部会と共同して講演テーマを検討選択する。

　　　出席率の向上を目指して会報、ホームページでの広報に力を入れる。

　　　案内に託児申込書を必ず添付し、託児サービスの周知を図る。

　　　医師会員のみならず、医療関係者に広く公開する。

　⑶　岡山県の臨床研修指定病院との共催で岡山県医師会臨床研修指導医養成講習会を開催する。

　⑷　郡市等医師会生涯教育担当理事連絡協議会を開催する。

　⑸　岡山県医師会学術奨励賞の選考と授与を行う。

　⑹　卒後臨床研修病院の卒後臨床研修運営管理委員会に担当理事を派遣する。

　⑺�　NPO法人岡山医師研修支援機構、岡山大学地域医療人材育成講座と連携して岡山県下の卒前、

卒後研修について岡山県の医療人の育成に貢献する。

　⑻　県民公開講座（糖尿病・スポーツ・CKD・女性の健康週間の県民公開講座を開催：年度１回）

　⑼　緩和ケア研修事業

　　①　緩和ケア研修会の開催　年１回（令和４年12月18日）

　　②　緩和ケアフォローアップ研修会　年１回（令和５年１月29日）

２．部会委員会活動に関する事項

　Ⅰ　専門医部会

　　⑴　外科部会

　　　①　岡山県医師会外科部会並びに講演会を開催（年２回）する。

　　　②　岡山県外科医会の活動を支援する。

　　　③　日本臨床外科学会岡山支部の活動に積極的に協力する。

　　　④�　外科医会の会員増強を図る。（若手医師の会費の減免を設け、上級医からの声掛けを推

進する）

　　⑵　眼科部会

　　　①　専門医会（年３回開催）

　　　　　地域医療（目の愛護デー行事、公益財団法人岡山県アイバンクに協力）

　　　　　学校保健（学校検診のあり方）

　　　　　医事対策（医療倫理の確立、医療事故防止）

　　　　　健保問題（審査委員連絡会、審査委員健保担当理事連絡会）
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　　　　　医療教育（岡山県眼科スタッフ教育講習会の開催）

　　　　　広　　報（会報の発行）

　　　　　会員福祉（勤務医部会・コンタクトレンズ販売管理者継続的研修・女医部会）

　　　②　医学研修

　　　　１）生涯教育講座（年３回）

　　　　　　2022年７月24日　

　　　　　　2022年11月13日

　　　　　　2023年２月26日

　　　　２）岡山眼科フォーラム（年１回）　

　　　　　　前眼部疾患研究会（年１回）

　　　　　　岡山ビジョンナ会講演会（年１回）

　　　　３）岡山大学眼科研究会（年２回）　

　　　　　　川崎医大眼科研究会（年１回）

　　　　　　倉敷中央病院眼科臨床懇話会（年４回）

　　　③　会議　

　　　　　　委員会（年７回以上、予備日有り）

　　⑶　耳鼻咽喉科部会

　　　①　調査および研究事業

　　　　１）新医療技術の普及に関する研究

　　　　２）医事問題に関する研究と解説

　　　　３）福祉医療に関する研究、活動

　　　②　広報事業

　　　　１）「耳鼻咽喉科月間」「頭頚部外科月間」等の行事の継続

　　　　２）耳鼻咽喉科頭頚部外科領域の啓発活動

　　　③　研究会および学術講演会等事業

　　　　１�）岡山大学耳鼻咽喉・頭頸部外科教室、川崎医科大学耳鼻咽喉・頭頚部外科教室及びそ

の他の病院の協力を得て、概ね隔月に岡山県耳鼻咽喉科集談会を開催する。

　　　　２）県内外講師を招聘して講演会を行う。

　　　④　専門医制度に関する事業

　　　　１�）岡山県耳鼻咽喉科集談会及び講演会は、日本耳鼻咽喉科頭頚部外科学会が定める講習

会あるいは日医生涯教育講座等の認定を受けて行うものとする。

　　　⑤　学会誌および図書等刊行事業

　　　　１）耳鼻咽喉科部会の活動記録を発行する。

　　　⑥　社会保障に関する耳鼻咽喉科学的研究調査事業

　　　　１）社会保険診療に関する疑義の検討。

　　　　２）産業・環境保健活動についての普及。

　　　　３）学校医活動の充実。

　　　　４）耳鼻咽喉科未健診校への耳鼻咽喉科健診。
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　　　　５）１歳６カ月児・３歳児の聴覚健診。

　　　　６）新生児聴覚健診と療育の充実。

　　　⑦　関連学術団体との協力事業

　　　　１�）日本耳鼻咽喉科頭頚部外科学会・日本臨床耳鼻咽喉科医会と密接な連携を保ち、地域

における耳鼻咽喉科医療の推進に努める。

　　　⑧　その他

　　　　１）病診連携の中で体験学習の推進を図る。

　　　　２）社会保険診療報酬の改正に対応して「点数表」の修正を行う。

　　　　３）医療連携のためのメ−リングリストの活用。

　　⑷　皮膚科部会

　　　①　性感染症予防活動への協力

　　　　１）性感染症（STI）の患者数調査を継続実施する。（年２回）

　　　　２）梅毒に関する啓発活動を積極的に行う。

　　　②　「学校・地域保健連携推進事業」に参画する。

　　　③　岡山県皮膚科医会との協力

　　　④　日本臨床皮膚科医会岡山県支部との協力

　　　　１）皮膚病と皮膚の健康について地域住民の啓発活動を行う。

　　　　２）皮膚科の立場から、保険医療制度の現状と将来について考える。

　　　　３）岡山県及び中国地域の皮膚科医を対象とした講演会の開催。

　　　⑤�　専門医による皮膚病診療支援ネットワーク岡山と協力して皮膚稀少難治疾患の啓発活動

を行う。

　　　⑥　学術講演会ほか従来からの事業はすべて継続する。

　　⑸　小児科部会

　　　①　小児科専門医制度に則した形式の学術講演会の開催（年２回）

　　　②　岡山県医師会小児科部会委員会の開催（年２回）

　　　③　乳幼児医療費公費補助の年齢引き上げの要請

　　　④　乳幼児健診、予防接種事業の円滑化、普及に協力

　　　⑤　全県的相互乗り入れ予防接種制度の継続と実績評価

　　　⑥　学校医部会主催の学校保健事業の円滑な運営に協力

　　　⑦　岡山県母子保健評価事業及び同委員会への積極的参画

　　　⑧　岡山県結核・感染症サーベイランス事業に協力

　　　⑨　厚労省の委託による予防接種副反応モニタリング事業に協力

　　　⑩　育児相談、健康相談、健康セミナー等とその事後指導に協力

　　　⑪　少子化対策事業のうち医療、保健、福祉面での施策実施に協力

　　　⑫�　産婦人科医、小児科医の連携事業であるプレネイタルビジット（出産前小児保健指導）

の推進

　　　⑬　岡山県における新生児聴覚スクリーニング検査事業に協力

　　　⑭　岡山県小児救急地域医師研修事業の開催
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　　　⑮　各種研究会に協力

　　　⑯　岡山県の小・中・高校生における心電図解析事業への協力

　　　⑰　子宮頸がんワクチンの勧奨について

　　　⑱　岡山県小児科医会との連携・協力

　　⑹　産婦人科部会

　　　①　岡山県産婦人科専門医会（産婦人科部会研修会）の開催（年６回　奇数月）

　　　②　母体保護法指定医師研修会の開催（５月）

　　　③　母体保護法指定医師審査委員会の開催・審査

　　　④　母体保護法指定医師不服審査委員会の開催

　　　⑤　母体保護法指定医教育機関の認定と連携

　　　⑥　家族計画・母体保護法指導者講習会への参加

　　　⑦　岡山県産婦人科医会との連携・協力

　　　⑧　岡山産科婦人科学会との連携・協力

　　　⑨　母子保健全般に亘る研修

　　　⑩　母子保健講習会への参加

　　　⑪　ヒトパピローマウイルス感染症（HPV感染症）に関する研修会の開催

　　　⑫　梅毒に関する研修会の開催

　　　⑬　性暴力被害者支援事業への連携・協力

　　　⑭　性に関する指導普及推進事業への連携・協力

　　　⑮　岡山県周産期医療従事者研修会との連携・協力

　　　⑯　岡山県感染症対策委員会との連携・協力

　　　⑰　岡山県要保護児童対策地域協議会との連携・協力

　　　⑱　岡山県子どもを健やかに生み育てるための環境づくり推進協議会との連携・協力

　　　⑲　岡山県生活習慣病検診等管理指導協議会子宮がん部会との連携・協力

　　　⑳　岡山県新生児聴覚検査事業への連携・協力

　　　�　岡山県看護協会看護職員出向・交流研修事業の連携・協力

　　　�　看護職員出向・交流研修事業運営会議との連携・協力

　　　�　都道府県医師会新型コロナウイルス感染症担当理事連絡協議会への参加

　　　�　岡山県医師会新型コロナウイルス感染症（COVID−19）対策本部会議への参加

　　　�　中国四国医師会連合医事紛争研究会への参加

　　　�　岡山県院内医療事故調査委員会への参加

　　⑺　整形外科部会

　　　①　研修会：年12回の開催

　　　②　整形外科部会委員会：毎月第２水曜日開催

　　　　�　WEBまたはハイブリッド会議で開催。

　　　　�　学校における運動器健診、医業類似行為問題、交通事故診療問題、保険審査等の問題な

ど整形外科診療にかかわる諸問題について協議する。

　　　③�　全国整形外科保険審査委員会、日本臨床整形学会の保険審査委員会、医療システム委員
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会、広報・福祉委員会、IT戦略委員会に担当委員を派遣し、保険医療問題についての討議

に参加する。

　　　④　ロコモティブシンドローム予防など整形外科関連の疾患の啓発活動について協議する。

　　⑻　精神科部会

　　　①　COVID−19対応を身体科と共同して行う。

　　　②　総会の開催（年１回）

　　　③　定例会の開催（年10回）

　　　④　精神科医会ニュースの発行及び会員向けメーリングリストの運営

　　　⑤　講演会の開催（年３回）

　　　⑥　関係学会及び研究会への協賛、協力

　　　⑦　学校医・各嘱託医の推薦

　　　⑧　児童精神科部会の運営（児童・思春期問題に関する啓発、各機関との連携）

　　　⑨　自殺予防対策への協力

　　　⑩　認知症高齢者に関する啓発、連携、協力

　　　⑪　精神科救急医療システムへの協力、一般救急との連携

　　　⑫　災害時の精神科救急医療体制（DPAT）への協力

　　　⑬　日常生活自立支援事業への協力

　　　⑭　産後母子への支援体制整備についての協力

　　　⑮　家庭裁判所委員会への協力

　　　⑯　働く人のメンタルヘルスへの積極的取り組み

　　⑼　透析医部会

　　　�　透析患者の長期・高齢化とともに合併症を伴った透析患者の増加により、医療的対応の

みならず、介護・通院問題など地域ケア的対応の困難さが増してきている。透析患者の送

迎問題は当部会とNPO法人岡山県腎臓病連絡協議会とで通院問題に特化した委員会を設置

し、岡山県のバックアップのもとに関連した市町村と引き続き具体的に協議を進めていく

とともに、地域包括ケアシステムにも透析患者の通院・介護問題を提起していきたい。また

COVID−19の入院病床の確保、ワクチン接種等、COVID−19感染対策には引き続き岡山県・

患者会と協力して重点的に取り組んでいきたい。毎年、事業計画として取り上げている適正

で安全な透析を目指し、透析従事者の学術研修をはじめ、透析関連団体の支援、災害対策、

会員相互の連携と親睦、関係団体との連携強化を図りながら部会活動を積極的に展開し、岡

山県行政・NPO法人岡山県腎臓病連絡協議会・透析医部会の３者が一層の連携強化を図りな

がら問題解決にあたっていきたい。岡山大学医学部寄付講座は令和３年をもって閉講したが、

今後も透析関連人材養成、透析医療、腎不全予防のためのCKD対策、腎移植推進事業にも全

面的に協力したい。

　　　�　以下具体的な活動計画を列記する。

　　◦会議/会合

　　　１．透析医部会委員会　３回（５、９、１月）

　　　２．感染対策委員会　12回
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　　　３．総会・懇親会（７月16日　アークホテルもしくはオンライン）

　　　４．三者懇談会（県行政・県腎協・透析医部会）

　　　５．施設防災責任者会議

　　　６．その他

　　◦研修講演会

　　　１�．第21回岡山県医師会透析医部会学術講演会（７月23日　ホテルグランヴィア岡山・オン

ライン）

　　　２．岡山アクセスセミナー 2022

　　　３．CKD-MBD講演会

　　　４．その他

　　◦会議・出張関係

　　　１．日本透析医会災害時情報ネットワーク会議

　　　２．日本透析医会透析保険審査委員懇談会

　　　３．第18回中国５県合同透析医療災害対策会議

　　　４．その他

　　◦施設防災訓練

　　　１．第23回災害時情報伝達訓練

　　　２．各施設の自主的防災訓練

　　◦その他

　　　１．透析施設防災関連情報管理システムのバージョンアップ

　　　２．岡山県下の透析患者数調査（５月）

　　　３．岡山県の透析患者数と分布の推移に関する調査

　　　４．関連学会の支援　

　　⑽　脳神経外科部会

　　　①　部会を年１回開催し、権威者を招聘して専門分野の研修を図る。

　　　②�　脳血管障害、頭部外傷等の救急医療面での会員、関係医療機関相互の連携と協力を推進

し、脳卒中連携パスの普及と各地域の連携を図る。

　　⑾　内科部会

　　　①　総会を年１回開催し、その時期に適した講師を選定して特別講演会を開催する。

　　　②　研修会を開催し、糖尿病関係、循環器、呼吸器疾患等について勉強する。

　　　③　保険研修会を開催し、保険診療について理解・勉強する。

　　　　�　①～③について新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、オンライン研修会も活用す

る。

　　　④　日本臨床内科医会総会・中四国ブロック代表者会議・医学会への参加をする。

　　　⑤�　岡山県医師会プライマリ・ケア部会、岡山プライマリ・ケア学会、岡山県臨床整形外科

医会などと連携して、幅広い活動を行う。

　　　⑥　内科医の医療保険の情報伝達、病院勤務医との交流をする。

　　　⑦　会員のかかりつけ医機能の向上のため、多様な情報を提供する。
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　　　⑧�　大学・病院の勤務医（研修医を含む）の先生方や女医部会の先生方と連携し、入会しや

すい環境整備をする。

　　　⑨　若い開業医の先生方が入会しやすい工夫をして、会員増強を図る。

　　　⑩　岡山県医師会や他の部会、行政、県民などと協調して会の運営をする。

　　　⑪　会員の専門性を社会的に活躍できるよう情報提供をする。

　　　⑫�　地域包括ケアシステムの時代、県民のかかりつけ医集団として在宅医療・多職種連携な

どかかりつけ医推進事業を図る。

　　⑿　放射線科部会

　　　①　年１回、放射線科部会委員会を開催する。

　　　②�　委員会を開催し、岡山大学、川崎医科大学、倉敷中央病院、川崎医療センター等様々な

施設の委員と情報交換を行う。

　　　③�　委員会終了後、放射線科医会と共催で放射線科専門医の領域講習となる教育講演、専門

医共通講習（感染対策を主体）となる特別講演会を開催する。

　　　④　講演会後、情報交換会を開催し、様々な施設、部会委員間で情報交換を行う。

　Ⅱ　目的別部会

　　⑴　学校医部会

　　　①　学校医部会研修会の拡大

　　　②　学校保健（会・委員会）活動の充実

　　　③　学校突然死及び生活習慣病予防対策の推進

　　　④　学校相談医（精神科・小児科・産婦人科・皮膚科の各専門医）の参画推進

　　　⑤　学校精神保健の推進

　　　⑥　がん対策、喫煙防止、薬物乱用防止、性教育の推進

　　　⑦　岡山県立学校等の結核対策委員会に協力

　　　⑧　学校検尿の充実

　　⑵　産業医部会

　　　①�　労働者健康安全機構の推進する産業保健総合支援事業は、産業保健総合支援センター及

び７地域産業保健センターで運営する。岡山県医師会としては同総合支援センター所長及

び運営主幹業務を派遣し、センターに寄せられる諸課題の解決に協力し、センターの円滑

な事業運営を支援していく。

　　　②�　従って、７地域産業保健センターは岡山産業保健総合支援センターの地域窓口となり活

動を続けており、間接的にこれらの事業の推進を部会として支援していく。

　　　③�　日医認定産業医制度に基づく産業医学の研鑽を、生涯研修並びに基礎研修の充実を留意

しつつ中心的立場から多角的に実施する。又、厚労省ガイドラインに沿って「治療と職業

包括の両立支援」、「化学物質の自律的管理等」度重なる法令改正に産業医が対応できるよ

うに本年度も、研修内容を充実させる。

　　　④�　岡山産業保健総合支援センター・地域産業保健センターとの連携・協力を得て、広範囲

な産業保健活動の推進を図る。特にメンタルヘルス対策・過重労働対策・特定健診・保健

指導等のスキルの向上・産業医の資質の向上に重点を置く。
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　　　⑤�　平成27年12月より従業員50人以上の企業に於いては改正労働安全衛生法によりストレス

チェック制度が義務化されており、既に実施に移って６年が経過した。高ストレス者の選

定、それに続く面接指導等、産業医が中心となり推進している。引き続き面接指導後のア

フターケアに係る困難事例等について研修会などを開催して支援していく。

　　　⑥　�労働局・労働基準監督署との連携・協力により産業医未選任事業場への認定産業医の斡

旋や適正配置を推進していく。又、選任義務のない小規模事業所に対しても、労働局・

労働基準監督署と協働で選任を促していく。

　　　⑦�　国が働き方改革を進める中、厚労省は平成31年２月４日、労働基準法・労働安全衛生法

等の改正、企業に対して残業時間の規制を強化し、産業医への報告を義務化した。今後も

労働時間法制の改正が続々成立し、その都度、産業医の役割が増加していく。この様な情

勢の把握と情報提供を進めていく。

　　　⑧�　岡山県医療勤務環境改善支援センター事業の活動も徐々に浸透してきている。その事業

内容や医療従事者からの意見を把握し、産業医の立場から医療機関内での環境改善を支援

していく。

　　⑶　スポーツ医部会

　　　①　スポーツ医部会委員会の開催（年２回）

　　　②　岡山県医師会健康スポーツ医学再研修会の開催、１回２講演（年２回）

　　　③�　「スポーツ県民公開講座」を開催し、県民のスポーツによる健康増進意欲を高めるとと

もに障害者スポーツについても理解を深めてもらう。（年１回）

　　⑷　警察医部会

　　　�　日本医師会が開催する「警察活動に協力する医師の部会�連絡協議会・学術大会」、「死体

検案研修会」等へ参加し、日本医師会、関係省庁との情報共有を図る。

　　　�　また、本年度も、岡山県警察本部及び岡山県警察協力医会と密に連携し、死体検案等の警

察活動に積極的に参加し、県民の安心、安全、公衆衛生の向上に努めるため、以下の事業を

行う。

　　　①　岡山県医師会警察医部会を定期的に開催し、警察協力医会との合同会議を行う。

　　　②　警察協力医の養成、検案技術の向上を図る。

　　　③　岡山県警察協力医会事業の円滑な運営を図る。

　　　④　岡山県警察と連携し、検案、性犯罪被害者救済事業等の警察業務に協力する。

　　　⑤　災害発生時に岡山大学法医学教室、岡山県警察と協力し、死体検案業務を行う。

　　　⑥　岡山県警察協力医会をバックアップし、総会、特別講演会を開催する。

　　　⑦　警察協力医会の名簿を作成し、検案出務の参考とする。

　　　⑧　警察職員の健康管理・産業医業務を行う。

　　⑸　勤務医部会

　　　①�　令和４年４月から臨床研修を開始する研修医を対象に、医療倫理をテーマにしたオリエ

ンテーション「WELCOME研修医の会」を開催し、日本医師会、岡山県医師会、郡市等

医師会の研修医会費無料化に伴い、医師会への入会を促進する。

　　　②　岡山県医師会勤務医部会委員会を開催し、勤務医の医師会活動の活性化を図る。
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　　　③　令和４年度全国医師会勤務医部会連絡協議会への参加

　　　　　日時：2022年10月15日（土）

　　　　　場所：愛知県（ANAクラウンプラザホテルグランコート名古屋）　

　　　④　令和４年度都道府県医師会勤務医担当理事連絡協議会への出席　

　　　⑤　中国四国医師会連合勤務医委員会への出席　　

　　⑹　女医部会

　　　①　女性医師による地域医療の推進と社会活動の活性化

　　　②　勤務医部会との連携と発言力の強化

　　　③　女性医師相互の研鑽、親睦、社会的地位の向上

　　　④　女性医師支援事業（相談窓口事業・保育支援事業・医師の勤務環境改善事業）

　　　⑤　女性指導医の活躍の促進（顕彰事業）

　　　⑥　女子医学生インターンシップ事業

　　　⑦　日本医師会女性医師支援センター事業との連携

　　　⑧　岡山大学MUSCATとの連携

　　　⑨　研修医レター「Good�Doctor」の発行

　　　⑩　女医部会委員会、総会の開催

　　　　　（委員会…５月、12月開催予定、総会…７月か８月に開催予定）

　　　⑪　女性の健康週間　県民公開講座の開催

　　　⑫�　医学生・研修医等をサポートするための会「Doctor’s�Career�Café� in�OKAYAMA」を

開催

　　　⑬　女医部会報の発行

　　　⑭　本会ホームページからの情報発信

　　⑺　救急医療対策部会

　　　①　郡市等医師会救急担当理事・救急医療対策部会委員合同会議を開催。

　　　②　四師会における南海トラフ地震対策協議会を開催する。

　　　③　岡山県総合防災訓練に参加する。

　　　④　災害拠点病院の災害救護活動訓練に参加する。

　　　⑤　ドクターヘリ運航事業へ協力する。

　　　⑥　実践に即した実動訓練（ICLS、県民向けAED講習会等）を開催する。

　　　⑦�　JMATおかやま研修会で救急災害医療に関する講義、医療救護班（JMAT）に必要な記録、

通信、EMIS入力、机上シミュレーション等の実習を行う。

　　　⑧　救急の日講演会及び救急医療研修会を開催する。

　　　⑨　岡山県メディカルコントロール協議会に参加する。

　　　⑩　救急医学会、岡山救急医療研究会へ参加する。

　　⑻　有床診療所部会

　　　①　令和４年11月初旬　第35回全国有床診療所連絡協議会総会（山梨大会）

　　　②�　日程未定　全国有床診療所連絡協議会中国四国ブロック会役員会・総会、中国四国医師

会連合有床診療所研修会



− 14 −

　　　③�　日程未定　岡山県医師会有床診療所部会委員会・岡山県有床診療所協議会役員会・総会・

研修会

　　⑼　プライマリ・ケア部会

　　　①　部会委員会の開催（年３回）

　　　②　学術大会の開催（岡山プライマリ・ケア学会と共催）（１回）

　　　③　研修会の開催（岡山プライマリ・ケア学会と共催）（４回）

　　　④　岡山プライマリ・ケア学会との連携

　　　⑤　プライマリ・ケアに関わる保健・医療・福祉・介護関係者との連携

　　　⑥　日本プライマリ・ケア連合学会学術大会への参加

　　　　�　岡山県医師会プライマリ・ケア部会は上記①～⑥の事業により、地域包括ケアシステム

の構築、多職種連携の推進、プライマリ・ケア医のスキル向上等を目指し研修会を開催。

　　⑽　禁煙推進部会

　　　①　禁煙推進部会を開催

　　　②�　移動会長室事業「禁煙サロン」を通じて県民、学生等に対してたばこの健康影響の知識

に関する周知・啓発活動を行う。

　　　③�　受動喫煙防止推進協議会を開催して、岡山県受動喫煙防止条例についての協議、検討を

行う。

　　　④　日本禁煙推進医師歯科医師連盟に参加

３．地域医療・保健対策に関する事項

　　⑴　特定健診・特定保健指導、地方自治体の行う各種がん検診への協力

　　　①　地域医療

　　　　�　国保組合連合会、支払基金との連携を強化し、支払が遅滞しないよう支払決済の円滑化

をすすめていく。

　　　②　保健対策

　　　　１）特定健診・特定保健指導、地方自治体の行う各種がん検診への協力

　　　　２�）特定健診・特定保健指導の受診率の低迷が続いており、受診の勧奨を行い受診率の向

上に努める。

　　　　３）被用者保険、医師国保については今年度も県医師会で集合契約を行う。

　　　　４）特定保健指導については引き続きスキルアップ研修会等により研鑽を深めていきたい。

　　　　５）特定健診情報提供事業について今年度も県医師会で集合契約を行う。

　　⑵　生活習慣病対策

　　　　胃がん・大腸がん・乳がんの検診受診率の向上に努め、予防及び早期発見の推進を図る。

　　　①　肺がん読影研究会、胸部疾患研究会講演会を開催し、検診の標準化をはかる

　　　②　消化管精検研究会、消化管検診研究会講演会を開催し、検診の標準化をはかる

　　　③　乳がん検診講習会を開催し、検診の標準化をはかる

　　⑶　結核・感染症サーベイランス事業

　　　　県が行う結核・感染症サーベイランス事業に協力

　　⑷　かかりつけ医のための特定疾患・指定難病研修事業
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　　⑸　肝炎対策事業

　　⑹　かかりつけ医等心の健康対応力向上研修事業

　　⑺　糖尿病対策

　　　①　糖尿病性腎症重症化予防事業

　　　②　糖尿病医療連携推進事業に関する定例協議会への参加

　　　③　介護、高齢者対策

　　　④　医科歯科連携

　　　⑤　県民への普及啓発活動（世界糖尿病デーブルーライトアップ事業、県民公開講座等）

　　　⑥　糖尿病医療連携体制の構築活動

　　　⑦�　行政との連携事業（岡山県並びに岡山県の委託事業である岡山県糖尿病医療連携推進事

業と連携）

　　　⑧　糖尿病性腎症重症化予防プログラム事業～岡山方式への協力（シンポジウムの開催等）

　　　⑨　ｅラーニング等での各研修会の実施

　　　⑩　岡山県糖尿病対策推進会議の開催

　　⑻　相互乗り入れ予防接種事業

　　　①　全県的相互乗り入れ予防接種精度の継続と実績評価

　　　②　子ども予防接種週間実施

　　⑼　公害保健対策

　　　①　岡山県公害健康被害認定審査会への協力

　　　②　県公害補償等認定委員会への協力

　　　③　公害健康被害の補償等に関する法律による事業への協力

　　⑽　禁煙対策

　　　①　禁煙推進部会を開催。

　　　②�　移動会長室事業「禁煙サロン」を通じて県民、学生等に対してたばこの健康影響の知識

に関する周知・啓発活動を行う。

　　　③�　受動喫煙防止推進協議会を開催して、岡山県受動喫煙防止条例についての協議、検討を

行う。

　　　④　日本禁煙推進医師歯科医師連盟に参加。

　　⑾　各種協議会・研究会

　　　①　全国有床診療所連絡協議会

　　　②　中国四国医師会共同利用施設等連絡協議会

　　　③　全国医師会勤務医部会連絡協議会

　　　④　日本医師会医療情報システム協議会

　　　⑤　卒後研修事業

　　　⑥　感染症対策講演会等事業

　　　⑦　その他各種協議会・研究会

４．地域福祉対策

　　⑴　地域包括ケアの推進に関する事項
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　　　①　地域包括ケア部会委員会会議開催

　　　　　郡市等医師会との連携強化、郡市等医師会への支援

　　　　　関係団体と医師会の連携による全県下での地域包括ケアの推進

　　　②　地域包括ケアコーディネーター配置

　　　　　地域包括ケアに関する窓口相談

　　　　　医療介護福祉連携による県民への支援

　　　　　県及び県内市町村行政と郡市等医師会との連携推進

　　　③　岡山地域医療構想・包括ケアシステム研究会

　　　　　岡山県内の地域医療構想の推進と地域包括ケアシステムの構築

　　　　　研究会開催、その他必要に応じて関連事業実施

　　　④　岡山県郡市等地区地域包括ケア推進協議会

　　　　　県内市町村行政と郡市等医師会の連携強化

　　　　　在宅医療介護連携推進事業への支援

　　　⑤　移動会長室事業

　　　　　会長がゆく！虹色サロン（ACP普及）

　　　　　県医師会発！けんこう長寿教室（フレイル対策）

　　　　　禁煙サロン（禁煙・分煙対策）

　　　　　上手な医療のかかり方普及啓発

　　　⑥　かかりつけ医認定事業

　　　　　岡山県医師会認定かかりつけ医認定制度の推進、認定研修会開催

　　　　　日医かかりつけ医機能研修制度による研修会開催

　　　⑦　その他必要に応じて事業を実施

　　⑵　地域福祉活動に関する事項

　　　①　県保健福祉部関係部署との協議

　　　②　福祉行政への協力

　　　③　地域福祉に関する情報の収集と提供

　　　④　岡山県社会福祉協議会への参加

　　⑶　認知症早期診断事業

　　　①　かかりつけ医認知症対応力向上研修会

　　　②　認知症サポート医養成研修

　　　③　認知症サポート医フォローアップ研修会

　　⑷　病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修事業

　　⑸　主治医意見書研修会

　　⑹　看護職員出向・交流研修事業

　　　�　平成29年度岡山県が新規事業として岡山県看護協会に委託した事業を前年度に引き続き協

力する。

　　⑺　オンライン診療による中山間・島しょ部などの医療過疎地域における医療確保事業

　　⑻　新型コロナウイルス感染症対策
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　　　①　岡山県医師会COVID−19研究会の開催

　　　②　自宅療養者診療ガイドブックの改訂

　　　③　新型コロナワクチンナイト接種

　　　④　その他必要に応じて事業を実施

５．学校保健対策・母子保健対策

　　⑴　学校保健対策

　　　①　全国学校保健・学校医大会のへの参加（担当：岩手県）

　　　②　郡市等医師会学校保健担当理事連絡協議会の開催

　　　③�　中国四国医師会連合学校保健担当理事連絡会議への出席（担当：広島県（開催場所：鳥

取県））

　　　④　中国地区学校医大会（担当：鳥取県）

　　　⑤　日本医師会で開催される学校保健講習会への参加

　　　⑥　学校医部会活動の推進（研修会の開催）

　　　⑦　学校心臓検診への全面的参画

　　　⑧　学校突然死と小児生活習慣病への対策充実

　　　⑨　学校保健に関与する会員の学校メンタルヘルスへの参加

　　　⑩　岡山県学校保健会への協力

　　　⑪　若年者心疾患・生活習慣病対策協議会総会への参加（担当：高知県）

　　　⑫　学校検尿に関与する報告会の開催

　　⑵　母子保健対策

　　　①　日本医師会で開催される母子保健講習会への参加

　　　②　家族計画・母体保護法指導者講習会への参加

　　　③　岡山県医師会母体保護法指定医師審査委員会の開催

　　　④　岡山県小児保健協会への協力

　　　⑤　岡山県小児救急医師研修事業の開催

　　　⑥　その他岡山県が行う母子保健対策との連携・協力

６．救急・災害医療対策

　　　①�　南海トラフ巨大地震に備えて、岡山県、郡市等医師会、三師会と災害時の医療救護活動

に関する協定を行っている。「JMATおかやま」の登録チーム数を拡大し、JMATおかや

ま研修会を通してスキルの維持・向上に努める。

　　　②�　南海トラフ巨大地震を想定した、救急災害医療の充実を図るため郡市等医師会単位で医

療コーディネーターの養成を行い、災害発生時には岡山県に協力し県民の安心、安全に寄

与する。

　　　③　医師、看護師等を対象に、ICLS研修会等を行う。

　　　④　県民に対してAEDとBLSの普及啓発に努める。

　　　⑤�　岡山県メディカルコントロール協議会、DMAT運営会議等の救急災害医療行政に参加し

プロフェショナルオートノミーにより提言を行う。

　　　⑥　医療機関と消防・救急隊との連携を密にする。
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　　　⑦　救急の日講演会を開催する。

　　　⑧　ドクターヘリ運航調整委員会へ参加する。

　　　⑨�　「岡山県地域医療BCP構築事業」について、推進委員会及び検討会に参加し、指導・助言・

考察を行う。また、県下医療機関で開催される災害医療研修に参加しBCPの普及を図る。

７．社会保障対策

　�　世界に誇るわが国の国民皆保険制度を日本医師会とともに守ることは岡山県医師会の使命であ

る。岡山県医師会社会保障部は、会員が社会保険制度に習熟し、療養担当規則に則った社会保険

診療を行うために、医療保険制度及び介護保険制度の調査・研究を行い得られた情報を会員に伝

達する。

　　⑴　医療保険制度改定による混乱を避けるために次のことを行う。

　　　①�　改定内容を周知し適切な保険診療が行えるよう、診療報酬改定に関する情報を収集し会

員に伝達する。

　　　②　社会保険医療などに関する会員の疑義に適切に助言を行う。

　　　③�　新規個別指導実施前に新規個別指導の対象となる医療機関及び個別指導における再指導

に対するピアレビューの重要性を鑑み、診療報酬は細かな算定要件が設定されていること

を医師、医療従事者ともども共有しておく必要があるため、適正保険診療に関する研修会

を開催する。

　　⑵　調査・研究について

　　　①�　診療報酬・薬価基準の改定、介護保険改定等の医師会及び医師会員に及ぼす影響を検討

し、必要に応じて医療問題研究会等を開催し医療問題を協議する。

　　　②�　日本医師会、厚生労働省から発せられる通達等の文書を解析し、必要に応じて「社会保

障部だより」として会報に掲載する。

　　⑶　岡山県医師会・中国四国厚生局岡山事務所・岡山県との懇談会（三者懇談）

　　　�　集団的個別指導後の個別指導の円滑な運営のため、岡山県医師会、中国四国厚生局、岡山

県との協議の場を設け指導関連事項、社会保険診療に係る事項について定期的に協議する。

　　⑷�　日本の社会保障制度を維持するためには会員自らが自助努力によりガバナンスを確立して

いくことが重要で、保障部内で医療倫理についての検討を行っていく。

８．日本医師会認定医療秘書養成事業

　�　医療技術の進歩に伴い、医師が本来の医療活動に専念するため、それを補佐する専門的な医療

事務の知識と最新の情報処理技能を持った医療秘書を養成することを目的に、就実大学に委託し、

事業を行う。

　　　①　日本医師会認定医療秘書養成に関する運営委員会の開催

　　　②　全国医師会医療秘書学院連絡協議会定例総会への出席

　　　③　全国医師会医療秘書学院連絡協議会常任委員会への出席

９．医療勤務環境改善支援事業

　�　政府の働き方改革の推進が進展する中、医師を始めとする医療従事者の勤務環境改善が重要な

課題となっている。医療に携わる有能な人材の育成・定着を図るためには、当直、夜勤、交代勤

務等の過酷な勤務環境にある医師や看護師を含めた医療従事者が、健康で安心して働くことが出
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来る環境となるよう、様々な支援を行っていく必要がある。

　�　このため、岡山県医師会では令和２年度より医療勤務環境改善支援センター事業と併せて医療

労務管理支援事業も受託しており、医師会館内に労務管理アドバイザーを常駐させ医療機関から

の問い合わせに迅速に対応するとともに、医療機関のニーズを把握しながら効果的な個別支援を

実施するなどにより、医療従事者の勤務環境改善に取り組む医療機関に対する労務管理全般にわ

たる支援を実施しているところである。

　　　①　医療勤務環境改善講習会の開催（年３回以上）

　　　②　医療勤務環境改善支援センター運営協議会の開催（年２回）　

　　　③　医療勤務環境改善支援センター実務者セミナーの開催（年１回）

　　　④　医師・看護職等のWLB（ワークライフバランス）推進ワークショップ等の開催

　　　⑤　「医師労働時間短縮計画」の策定支援

　　　⑥　専門アドバイザーの訪問等による個別支援

　　　⑦�　専門アドバイザーの訪問等による医療勤務環境改善マネジメントシステム等の周知・啓発

　　　⑧�　厚生労働省が実施した医療機関の勤務環境に関するアンケート調査結果等に基づく個別

訪問

　　　⑨　医療機関が自主的に実施する労務管理等に関する研修会等への講師派遣

　　　⑩　ホームページ・メールマガジンで最新の情報を更新

　　　⑪　医師会主催の産業医研修会などで支援センターへの協力を要請

［Ⅱ］医療情報対策事業（公２）

１．医療問題対策

　⑴　中国四国医師会連合

　　①　中国四国医師会連合医療保険分科会への出席

　　②　中国四国医師会連合常任委員会への出席（６/25）

　　③　中国四国医師会連合連絡会への出席（６/25、６/26）

　　④　中国四国医師会連合総会への参加

　　　　日時：令和４年９月24日（土）・25日（日）

　　　　場所：広島県

　　⑤　中国四国医師会連合常任委員会・連絡会への参加（３月）

　　⑥　中国四国医師会連合各種連絡協議会への参加

　⑵　日本医師会

　　①　日本医師会代議員会へ出席

　　②　各種都道府県医師会連絡会議等への出席

　⑶　医療従事者育成対策

　　①　医療従事者の育成に協力する。

　　②　研修医の医師会加入促進

　　　�　令和４年４月から臨床研修を開始する研修医を対象に「WELCOME研修医の会」を開催し、
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医療倫理をテーマにしたオリエンテーションを行うとともに、医師会への加入を促進する。

　　③�　高等学校看護連絡協議会を通じて、郡市等医師会の講義への応援と実習先としての協力を

促す。

　　④　中高一貫教育の育成・充実に協力

　　⑤　中・高校生及び学校関係者に対するPR

　　⑥　医師会立養成施設存続に協力

　　⑦　准看護師の卒後研修の実施（日医より要望）

　　⑧　岡山県准看護師試験問題作成と試験への協力

　　⑨　中四九医師会立看護学校協議会に出席して、岡山県に他県の情報を伝達する。

　⑷　看護従事者対策

　　①　看護従事者の育成と確保に協力する。

　　②�　離職防止、再就職推進に向けて労働条件の検討。医療勤務環境改善支援センターとしても

協力する。

　　③　岡山県看護協会との連携並びに看護職員確保対策連絡協議会委員としての協力

　　④�　無料職業紹介事業であるナースセンター、ナースバンクとの連携。有料職業紹介事業者の

情報収集

　　⑤　「看護の日」及び「看護週間」への協賛

　　⑥　「看護就職フェア・看護進路ガイダンス」への協力

　　⑦�　平成29年度岡山県が新規事業として岡山県看護協会に委託した看護職員出向・交流研修事

業を前年度に引き続き協力する。

２．広報活動に関する事項

　　①　会報発行について

　　　�　「視点」「会議報告」「生涯教育」「医事紛争のしおり」「会員の声」「豆知識」「お知らせ」

「常任理事会・理事会の報告」「生涯教育予定」等の充実を図りつつ、新しい情報も掲載して

いく。新年度から研修医リレーエッセイを新たにスタートさせる。

　　②　ホームページで最新の情報を更新していく

　　③　県民公開講座の開催

　　④　メディア、ポスターを通じて県民に健康・医療・福祉情報を提供する

　　⑤�　各種講演会、研修会の当日出席できなかった方にその要旨を県医師会報とホームページに

掲載する

　　⑥　がん征圧事業の広報活動

　　⑦　山陽時事問題懇談会への出席

　　⑧　OMA�Letter・研修医レター「Good�Doctor」・女医部会報の発行

　　⑨　FAX一斉送信やE-mailを利用した伝達と広報

　　⑩　On-line生涯教育講座・ｅラーニングの周知

　　⑪　郡市等医師会との懇談・意見交換

　　⑫　医学生・研修医への広報（Welcome研修医の会）

３．医療情報システム対策に関する事項
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　　①�　医療IT化がもたらす課題の検討と文書管理整備等の基盤整備に務めながら、ORCAプロ

ジェクトを推進し、会員医療機関である病院、診療所からの意見と要望をまとめ実地導入へ

向けて展開する。

　　②�　各種医療サービス提供のICT活用が進められており、日医認証局を利用したセキュアな医

療情報交換システム等、会員のスキルアップのためのセミナー等を開催する。

　　③�　モバイル等の最新機器の活用や導入による医療・介護現場での現況や課題（個人情報保護

やセキュリティーなど）に関する研修会等の開催を通じて広く会員にお知らせしていく。

　　④�　会員間の情報格差をなくするために岡山県医師会ホームページを介して、医師会、国、県

からの情報を広く会員にお知らせする。

　　⑤　TV会議システムを利用しての講演会や研修会によって、会員間の情報の共有化を図る。

　　⑥　その他（ICT化推進）

　　　オンライン資格確認、オンライン診療に関する情報を提供する。

４．産業保健対策

　　①�　労働者健康安全機構の推進する産業保健総合支援事業は、産業保健総合支援センター及び

７地域産業保健センターで運営する。岡山県医師会としては同総合支援センター長及び運営

主幹業務を担当しているが、センターに寄せられる諸課題の解決に協力し、円滑な事業運営

を支援していく。

　　②�　日本医師会認定産業医制度研修事業については、労働安全衛生法規則により指定法人であ

る日本医師会並びに都道府県医師会及び産業医科大学主催での研修のみが認められている。

岡山県医師会として生涯研修並びに基礎後期研修の開催を引き続き行うとともに、岡山大学

に委託する基礎前期研修についても継続して開催する。

　　③�　職場におけるメンタルヘルス不調者が依然増加している。一方で労働安全衛生法により労

働者50人未満の小規模事業所にも長時間労働者に対する医師の面接指導が義務化されてい

る。従って、これらに対応するため、メンタルヘルス研修会を開催する一方、職場環境改善ワー

クショップに関してグループ討議の開催等により産業医の資質の向上を図るとともに、メン

タルヘルス不調者対策には精神科医との連携強化を推進する。

　　④�　平成27年12月より労働者50人以上の企業に於いては改正労働安全衛生法によりストレス

チェック制度が義務化されており、既に実施に移って６年が経過した。高ストレス者の選定、

それに続く面接指導等、産業医が中心となり推進している。引き続き面接指導後のアフター

ケアに係る課題解決について研修会などを通じて支援していく。

　　⑤�　平成28年度から新たに「治療と職業生活の両立支援」の推進が厚労省のガイドラインに沿っ

て実施されている。現在、岡山大学病院、岡山労災病院に相談窓口が設置されているが、産

業医活動の中で対応、推進していく。

　　⑥�　建物解体作業等により今後も増加が予想されるアスベスト健康被害対策については産業医

の役割を十分に果たすべく、レ線読影実地研修を含む研修会の開催で診断技術の向上を図る。

　　⑦�　労働局・労働基準監督署の協力を得て、未選任事業場への認定産業医の委嘱と適正配置に

努める。又、選任義務のない小規模事業所に対しても、労働局・労働基準監督署と協働で選

任を促していく。
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　　⑧�　特定健診・特定保健指導について、施行後15年目に入り第３期実施期間になる。運用ルー

ルが大幅に見直しされた内容について産業医に周知することにより受診率の向上、並びに評

価のアップに繋いでいく。

　　⑨�　国が働き方改革を進める中、厚労省は平成31年２月４日、労働基準法・労働安全衛生法等

の改正、企業に対して残業時間の規制を強化し、産業医への報告を義務化した。今後も労働

時間法制の改正が続々成立し、その都度、産業医の役割が増加していく。この様な情勢の把

握と情報提供を進めていく。

　　⑩�　岡山県医療勤務環境改善支援センター事業の活動も徐々に浸透してきている。その事業内

容や医療従事者からの意見を把握し、医療機関内での環境改善を支援していく。

５．労災・自賠責対策

　⑴　岡山県損害保険医療連絡協議会の開催

　　　自賠責保険診療の問題点を協議する。

　⑵　自賠責研修会の開催

　⑶　労災診療について

　　①　労災診療に関する適切な情報提供を行う

　　　�　労災診療費請求に際して、請求漏れ・誤請求が発生すると診療費の支払い遅延等を起こし

かねない。労働局・労災保険情報センター（RIC）本部との共同開催で「労災診療費算定実

務研修会」を開催し、十分な理解を図りたい。

　　②　「労災保険二次健康診断等給付」の制度について周知を図る。

　　③　岡山労働局との連携の強化

　　　�　引き続き、法に準拠した労働時間の遵守、職場における自殺予防・過重労働による健康被

害防止等メンタルヘルス対策を行う。またストレスチェック制度、両立支援制度の実施に伴

う情報の提供を行う。

６．臨床検査精度管理事業

　⑴�　県内医療機関内検査施設および商業検査所を対象とした検査精度管理サーベイの実施と、検

査精度の向上に向けての指導、教育活動を行う。

　⑵　岡山県精度管理専門委員会事業への協力

　　　上記委員会に参画し、商業検査所の検査業務の指導監督を行う。

７．関係機関連絡運営

　⑴　岡山県保健福祉部との懇談

　⑵　岡山県教育庁との懇談

　⑶　岡山労働局との懇談

　⑷　岡山県警察本部との懇談

　⑸　四師会との協議

　⑹　その他関係機関との協議

８．心電図自動解析事業

　�　県内小中高校の心電図または心音図のコンピュータ解析を行い、光ディスクに保存、小中高校

と一貫した記録・連絡体制と、学校における心臓疾患児の指導の確立を図る。
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９．小児救急地域医師研修事業

　⑴　小児救急医療等に関する研修を行い、地域の小児救急医療体制の確保を図る。

　⑵�　児童虐待の早期発見と防止のために資質を高め、より良い多職種・多施設間連携関係を図る。

10．特定感染症検査等事業

　　①　肝炎ウイルス検査事業

　　②　風しん抗体検査助成事業

　　③　新型コロナワクチン接種事業

［Ⅲ］公益関係機関助成事業（公３）

　⑴　地区医師会助成

　　�　郡市医師会が行う地域医療提供体制の確保事業並びに郡市等医師会が行う研修会・講演会へ

の助成を行う。

　⑵　医療従事者等関係団体助成

　　①　看護師養成協力助成金

　　②　卒後研修費

　　③　岡山県健康づくり財団がん征圧大会助成金

　　④　訪問看護ステーション協賛金

　⑶　病院協会助成金

　⑷　各科医学会助成金

［Ⅳ］貸室事業（収１）

　⑴　施設設備の維持管理

　　　新築７年目にあたる岡山県医師会館施設設備の維持管理を適切に行う。

　　①�　施設設備の保守管理業務、警備業務及び清掃業務をビル管理会社に委託し、適切�に維持

管理を行う。

　　②　無人となる夜間は、セキュリティ会社に警備を委託し万全を期す。

　　③　管理運営については、入居団体との連携を図る。

　⑵　貸出施設設備の利用

　　�　交通至便な立地やグレードの高い設備等の特長をPRすることにより、三木記念ホールや各

会議室の貸出施設設備の利用促進に取り組む。

　　�　特に、他職種医療関係団体に対し利用を働きかける。また、職員の時間外の運営は、ビル管

理会社に委託し、適切に行う。

　⑶　駐車場の利用

　　�　医師会員専用として整備した駐車場の管理運営

　　①　事前発行したICカードにより、医師会員の利用を促進する。

　　②　駐車場の管理運営を、ビル管理会社に委託し、適切に行う。
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［Ⅴ］会員福祉対策事業（他１）

　⑴　郡市等医師会助成金

　　　郡市等医師会事務助成交付金

　⑵　医療安全・医事紛争対策

　　①　医療安全対策

　　　◦医療安全対策に関する講演会を開催。

　　　◦医療安全関連の講演会や研修会への参加。

　　　◦医療事故調査制度の支援団体構築事業。

　　　◦岡山県医療事故調査等支援団体連絡協議会の開催。

　　　◦医療事故調査制度について

　　　　　１）制度の周知

　　　　　２）実際の対応方法

　　②　医事紛争対策

　　　◦日本医師会及び顧問弁護士と協力し、医事紛争事案の早急な解決に努める。

　　　◦医事紛争関連の講演会や研修会への参加。

　　　◦医事紛争関連の講演会を開催。

　　　◦医療事故対策委員会の開催。

　　　◦�医事紛争事例集の作成に向け検討を重ね、完成後は会員に周知し、医事紛争の防止、減少

を目指す。

　　③　医療苦情対策

　　　◦医療苦情の専任相談員の活動を支援し、指導する。

　⑶　自浄作用活性化委員会

　　　◦日本医師会主催のワークショップ「会員の倫理・資質向上をめざして」への参加。

　　　◦「医の倫理綱領」を重んじ、会員の倫理、資質向上を目指す。

　　①　会員のモラル向上に努め、又ピュアレビューを進めたい。

　　②　各郡市等医師会にも、その目的に沿って独自の取り組みをお願いしたい。

　⑷　会員の表彰弔慰

　⑸　会員福祉

　　　福祉部では、事業一覧の通り事業を行っており、今年度も各事業の適切な運営に努める。

　　①　グループ生命保険制度

　　　�　グループ生命保険制度は、格安な保険料で死亡並びに高度障がい保障が受けられ、会員に

とって有益な保険であると考えているが、毎年加入率が漸減している状況であり、加入率の

低下に伴う配当金の引下げ等も懸念され憂慮している。

　　　�　引き続き今年度も、グループ生命保険制度を会員に広報するとともに、引受保険会社とも

連携を取りながら加入促進に努めたい。

　　②　各種団体保険制度

　　　�　福祉部事業として、各種団体保険の取扱いを行っており、団体所得補償保険制度、個人情
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報漏えい保険については、令和元年度から加入しやすいプランの増設、医師賠償責任保険に

ついては、付加制度としてサービスの追加があり、引続き今年度も各種団体保険制度の加入

促進のための広報に努める。

　　　�　また、集団扱損害保険制度（自動車保険・火災保険）では、損害保険会社４社と団体契約

を結んでいるので会員には保険料の割引があり、こちらも広報に努める。

　　③　生命保険団体契約制度

　　　�　生命保険団体契約制度では、９社と団体契約を結んでいる。団体契約にすると会員には生

命保険料の割引があり、本会には事務手数料が入るため、この事務手数料を医師会の運営費

に充てることができる。会員が現在契約している生命保険を団体扱いにしてもらうよう広報

に努める。

　　④　ドクターバンク事業（含�女性医師バンク事業）・医院継承事業・医療スタッフ確保事業

　　　�　ドクターバンク事業は、平成26年度より岡山県地域医療支援センター・NPO法人岡山医師

研修支援機構の３者で業務提携を結び情報を共有している。今年度も、求人・求職者の登録

促進、成立に努める。

　　　�　また、平成27年度より医院継承バンク事業を岡山県の補助事業として開始しており、今年

度も事業承継に関するセミナーを２回開催する。会報やホームページで事業の広報に努め、

承継医療機関・承継者の新規登録の促進を図り、円滑なマッチングを行う。なお、マッチン

グ後については、他団体（企業等）との連携を図る。

　　⑤　岡山医師協同組合との連携

　　　�　岡山医師協同組合と連携を取りながら、各種保険の加入促進に繋がる広報等協力を行う。

　　　　【福祉部事業一覧】

　　　　＊団体所得補償保険制度

　　　　＊傷害死亡一時金支払制度�（団体所得補償保険の付加制度）

　　　　＊グループ生命保険制度

　　　　＊医師賠償責任保険

　　　　＊個人情報漏えい保険

　　　　＊クレーム対応費用保険

　　　　＊�ウォームハート（介護保険法＆障がい者総合支援法、社会福祉法指定事業者向け賠償責

任保険）

　　　　＊介護施設医師賠償責任保険

　　　　＊生命保険団体契約制度

　　　　＊ドクターバンク事業・女性医師バンク事業

　　　　＊医院継承事業

　　　　＊新規開業オリエンテーション

　　　　＊法人診療所開設事務説明会

　　　　＊各種融資制度

　　　　＊岡山医師協同組合との連携

　　　　　・集団扱損害保険制度�（自動車・火災）
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　　　　　・ロ～ングサポート（団体長期障害所得補償保険）

　⑹　「医師資格証」の受付・審査業務

　　�　日本医師会電子認証センターで「医師資格証」を発行するために、本人確認や医師確認等の

厳格な審査が必要とされた。そのため地域受付審査局（LRA）（岡山県医師会事務局・各郡市

等医師会事務局）を設置。日本医師会電子認証センターの最終審査を経て発行された「医師資

格証」の対面受取の手続きを行う。

［Ⅵ］管理部門

　⑴　常任理事会…毎週水曜日に開催予定

　　　理事会………毎月第２水曜日は対面理事会

　　　　　　　　　毎月第４水曜日はオンラインで開催

　⑵　代議員会

　　　４月（臨時）、６月（定例）の２回開催予定

　⑶　郡市等医師会長協議会

　　　年２回開催予定

　⑷　選挙管理委員会

　⑸　新年祝賀会

　⑹�　各種委員会・各種表彰受賞者合同祝賀会・表彰式（学術奨励賞、会長賞、天晴れジョイボス

アワード）

　　　令和４年12月開催予定

　⑺　組織強化検討委員会

　⑻　その他


